
（様式３） 

福島県家庭教育応援企業等推進活動報告書 

企 業 名 株式会社福島銀行 

実施項目 

・子ども向けワークショップの開催 

・キッズワークショップカーニバルへの出展 

・季節ごとの 10 大イベント開催 

・各営業店での職場見学受入れ 

具体的な取組状況 

【子ども向けワークショップの開催】 

24 年度より小学生を対象としたワークショップを継続開催しており、28 年度は4 回開催する。 

 目的：創造体験や共同作業を通じて、学校以外のコミュニケーションの輪を広げてもらう。 

 開催日：①28 年 7 月 3 日 会津若松市   ②28 年 10 月 16 日 福島市 

     ③28 年 11 月 12 日 郡山市    ④29 年 2 月 18 日  いわき市（予定） 

 内容：電池で動く小さなコンピューター「クリケット」と素材を使って動くおもちゃを作る。 

結果：各回毎に設けた制作テーマに従って制作した。初めて会った友達と二人一組になり、協力しなが

ら制作していた。想像力豊かな作品や、ストーリーのある作品など個性的な作品が完成した。 

対象：小学校３年～６年生 

参加人数：38 名（いわき開催のぞく） 

その他：・各地の教育委員会の後援を受けた。・運営は若手社員と福島学院大学のボランティアで行う。 

添付資料：資料①開催の様子 

 

【季節ごとの１０大イベント開催】 

季節ごとに開催するイベントの中で、親子で参加できる企画を開催した。 

 内容：・父の日に贈ろう！世界で一つのアートバッグ作り教室（28 年 6 月 11 日） 

    ・イルミネーション作りと信夫山の烏ヶ崎ナイトウォーク（28 年 7 月 23 日） 

    ・敬老の日の手作りプレゼント 手形クッキー作りと切り絵体験教室（２８年９月１８日） 

 結果：親子で思い思いの作品を作っていた。父の日や敬老の日にプレゼントできるよう企画し、家族に

感謝する気持ちを学んでいただいた。 

 対象：年齢制限なし（主に小学校低学年が参加） 

 参加人数：７６名 

 添付資料：資料②開催の様子 

 

【キッズワークショップカーニバル in ふくしま2016 への出展】 

キッズデザイン協議会と福島市のこむこむが主催するイベントへ出店し、銀行やお金に関するワークショ

ップを開催した。福島県内の企業として唯一出店した。 

 内容：スタンプラリー形式で、お金のクイズや模擬一億円の持ち上げ、銀行の仕組みなどを学ぶ。 

 開催日：28 年 3 月 5・6 日   

 結果：模擬一億円の重さを体感したり、銀行を通じたお金の流れを楽しく学んでいた。 

 対象：年齢制限なし（主に小学校低学年が参加） 

 参加人数：412 名 

 添付資料：資料③開催の様子 

 

【各営業店での職場見学受入れ】 

各営業店で地域の児童・生徒の職場見学や体験の受け入れをした。 

 内容：銀行業務全般の説明や、店頭業務の体験等。 

 結果：金融銀行の三大業務や一日の業務について説明した。金庫の見学や札勘など体験した。 

 受入れ支店：安積支店（安積第二中学校）、須賀川支店（須賀川高校）、棚倉支店（地区の小学生）他 

 

※具体的な取組内容が分かるように文章及び写真等を挿入し、記載してください。参考資料があれば添

付してください。 



 

 

 

テーマ 「夢の中の○○星人」 

    会場：福島銀行会津支店  参加者：22 名 

平成 28 年度 第 1 回 会津会場（平成 28 年 7 月 3 日開催） 



 

 

 

テーマ 「○○おばけ」 

    会場：福島学院大学 宮代キャンパス 参加者：22 名 

平成 28 年度 第 2回 福島会場（平成 28 年 10 月 16日開催） 



 

 

 

テーマ 「○○ロボット」 

    会場：福島銀行 郡山営業部  参加者：14 名 

平成 28 年度 第 3 回 郡山会場（平成 28 年 11 月 12日開催） 



 

アートバッグ作り教室が本店 12 階大展望食堂で開

催され、36人のお客様が参加されました。 

父の日に向けて、お父さんに作ったり、おじいちゃん

に作ったり、自分の為に作ったりと一人ひとりオリジ

ナルのアートバッグが完成しました！ 
 

☆お客様の声☆ 

・子供と一緒に楽しめてよかった 

・家庭では一緒にものを作る機会がないので

楽しい時間を過ごすことができた 

・前から興味がありやってみたかった 

・手作りで可愛く作ることができてうれしい 

（バッグを作ったお子様からの声） 

教室の様子 



 

イルミネーション作りと信夫山の烏ヶ崎ナイトウォーク 
福島銀行の本店でイルミネーションを作った後に、信夫山の烏ヶ崎までナイトウォークを行いました。 

本店から烏ヶ崎まで往復約６キロでしたがお客様２２名全員完歩しました。 

 

イルミネーション作りは大人も子供も楽しんで作っていただきました。 

烏ヶ崎に着くとお客様から歓声が上がるほどきれいでした。 

福島銀行の１２階のハートをお客様と一緒に探しました。 

東北電力様のご協力をいただき、同社福島営業所の無線鉄塔が

19:30 から 20:30 の一時間、七色にも変わりました。 

イルミネション制作の様子 

夜景をバックに写真を撮るお客様 

福島銀行本店１２階で輝くハート 

その内側にお客様が作成されたイルミネーションを飾りました 

作成したイルミネーション 



 

ふくぎん夏の 10 大イベントプラス 2 第 10 弾！ 

失敗しないように慎重に手形を押しています！ 

細かい作業に集中・・・ 

完成した手形クッキー 

お客様の声 

・母も子も楽しむ事ができました！ 

・ココアで手形を取るアイディアが面白い！ 

・切り絵は難しかったが、立派にできた。 

・夢中になって切り絵を作ることができた。 
 

 

ありがとうの気持ち

を込めて、おじいち

ゃんおばあちゃんに

プレゼント♪ 



           

スタンプラリーでクイズに答えたり、１億円の持ち上げに挑戦

しながら、お金や銀行について学べる内容で出展しました！ 

子どもも保護者の方も一緒になって楽しんでいただきました。 

 

日時：３月５日（土）・６日（日）開催 

会場：こむこむ（福島市） 

来場者：全体    ３，０２２名 

     当行ブース  ４１２名(子どものみ) 

主催：キッズデザイン協議会 

    福島市子どもの夢を育む施設こむこむ 

 １億円や 500 円・１円の麻袋持ち

上げに挑戦！大人もめったに持て

ない１億円に感動していました。 

 

 銀行やお金の模型を使って銀行

の役割や三大業務について説明

しました。 

 

 貯金箱を作り、目標金額を書き込み

ました。福島学院大学の学生さんも

ボランティアで参加しました。 

 


